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族
国
家
で
あ
る
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
は
、
一
九
四
五
年
の

独
立
宣
言
以
来
、「
多
様

性
の
中
の
統
一
」
を
国
の

標
語
と
し
て
掲
げ
な
が
ら

『
統
一
』
を
は
か
っ
て
い
る
。

　
こ
こ
数
年
は
世
界
の
中

で
も
有
数
の
経
済
成
長
を

遂
げ
、
日
本
企
業
が
ど
ん

ど
ん
進
出
し
て
き
て
い
る
。

そ
れ
に
伴
っ
て
本
校
の
児

童
生
徒
数
も
昨
年
度
か
ら

急
増
し
て
い
る
。

　
堅
調
な
経
済
成
長
に
伴
い
、
オ
ー
ト
バ
イ
や
車

を
所
持
す
る
人
が
た
い
へ
ん
増
え
て
い
る
が
、
イ

ン
フ
ラ
整
備
等
の
遅
れ
で
、〝
交
通
渋
滞
は
世
界

一
〞
と
い
わ
れ
て
い
る
。

現
地
の
教
育
環
境

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
現
地
校
は
二
学
期
制
で
行
わ

れ
て
い
て
、
七
月
か
ら
十
二
月
が
一
学
期
、
一
月

か
ら
六
月
が
二
学
期
で
あ
る
。
学
制
は
日
本
と
同

様
、
六
・
三
・
三
制
で
あ
る
。
子
ど
も
の
数
に
対

し
て
教
室
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
の
施
設
・
設
備
が

不
足
し
て
い
る
た
め
、
午
前
は
一
、
二
、
五
、
六

年
生
が
、
午
後
は
三
、
四
年
生
が
使
用
す
る
と
い

っ
た
ケ
ー
ス
が
多
い
。
ま
た
、
一
つ
の
校
舎
を
午

前
と
午
後
で
別
々
の
学
校
が
使
用
し
て
い
る
ケ
ー

ス
も
あ
る
。

　
日
本
人
の
子
ど
も
に
と
っ
て
は
言
語
や
宗
教
的

な
問
題
（
国
民
の
約
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
は
イ
ス
ラ

ム
教
徒
）
な
ど
か
ら
、
本
校
か
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ス
ク
ー
ル
の
い
ず
れ
か
に
通
学
す
る
場
合
が

ほ
と
ん
ど
と
な
っ
て
い
る
が
、
本
校
中
学
部
を
卒

業
後
に
、
現
地
校
へ
の
進
学
を
希
望
し
て
い
る
生

徒
が
数
人
い
る
。

「
誰
も
が
行
き
た
く
な
る
学
校
」

を
目
指
し
て

　
本
校
は
一
九
六
九
年
に
開
校
し
、
今
年
で
四
十

二
周
年
を
迎
え
る
。
九
三
年
三
月
ま
で
使
っ
て
い

た
校
舎
の
老
朽
化
と
児
童
生
徒
の
増
加
に
伴
い
、

九
六
年
四
月
に
現
在
の
ビ
ン
タ
ロ
校
舎
を
新
設
し

移
転
し
た
。
敷
地
面
積
七
万
九
一
九
二
平
方
メ
ー

ト
ル
、
三
階
建
て
の
校
舎
三
棟
、
小
・
中
学
部
別

に
全
面
天
然
芝
の
運
動
場
、
体
育
館
、
プ
ー
ル
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
室
が
あ
り
、
恵
ま
れ
た
施
設
・
設

成
長
著
し
い
国

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
「
赤
道
に
か
け
ら
れ
た
エ
メ

ラ
ル
ド
の
首
飾
り
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
、
豊
富
な

地
下
資
源
と
緑
豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
国

で
あ
る
。
総
面
積

は
日
本
の
約
五
倍
。

人
口
は
約
二
億
四

〇
〇
〇
万
人
で
世

界
第
四
位
、
年
間

二
パ
ー
セ
ン
ト
以

上
の
割
合
で
増
加

し
て
い
る
。
多
民

中
学
部
１
年
　
国
語

インドネシアのシンボル‘独立記念塔モナス’

左の大きな建物が小中学部、右上の白い建物が幼稚部

小学部４年　総合的な学習の時間（インドネシア理解）
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備
の
中
で
八
七
五
人
の
児
童
生
徒
が
快
適
な
学
校

生
活
を
送
っ
て
い
る
。

　
本
校
で
は
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
を
活
用

し
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
理
解
す
る
た
め
に
自
分
た

ち
で
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
調
べ
た
り
、
現
地
の
学

校
と
交
流
活
動
を
し
た
り
し
て
い
る
。
ま
た
「
英

会
話
」
を
小
学
部
一
年
か
ら
取
り
入
れ
、
五
年
生

以
上
は
週
二
時
間
の
学
習
を
し
て
い
る
こ
と
が
特

色
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

　
ま
た
本
校
に
は
体
育
祭
、
Ｊ
Ｊ
Ｓ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
（
文
化
祭
）、
遠
足
、
宿
泊
学
習
、
修
学
旅

行
な
ど
日
本
国
内
の
学
校
と
同
様
に
た
く
さ
ん
の

学
校
行
事
が
あ
る
。
特
に
体
育
祭
と
Ｊ
Ｊ
Ｓ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、
小
・
中
の
区
別
な
く
い
っ
し

ょ
に
活
動
し
、
大
い
に
盛
り
上
が
る
。
共
に
一
つ

の
こ
と
に
取
り
組
む
中
で
、
中
学
生
の
優
し
さ
が

小
学
生
に
伝
わ
り
、
小
学
生
は
中
学
生
の
頼
も
し

さ
を
感
じ
て
い
る
。

　
幼
稚
部
は
四
歳
児
、
五
歳
児
の
二
学
年
各
三
ク

ラ
ス
で
現
在
一
七
七
人
が
通
っ
て
い
る
。
園
児
は

広
々
と
し
た
園
舎
の
中
で
基
本
的
な
生
活
習
慣
や

人
と
の
か
か
わ
り
方
を
学
ん
で
い
る
。
保
育
で
は

日
本
の
行
事
や
文
化
を
大
切
に
し
、
隣
接
す
る

小
・
中
学
校
や
地
元
の
幼
稚
園
と
も
交
流
を
深
め

て
い
る
。

　
色
と
り
ど
り
の
花
と
樹
木
に
囲
ま
れ
た
柔
ら
か

い
自
然
の
中
で
、
教
職
員
と
保
護
者
が
共
に
力
を

合
わ
せ
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
在
住
の
邦
人
の
皆
様
の
力

を
借
り
な
が
ら
、「
誰
も
が
行
き
た
く
な
る
学
校
」

を
目
指
し
て
い
る
。

　
学
校
行
事
や
日
々
の
出
来
事
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
ブ
ロ
グ
で
紹
介
し
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
い

た
だ
き
た
い
。

（
二
〇
一
一
年
十
月
現
在
）

│
│
J
Ｊ
Ｓ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
文
化
祭
）
│
│

小中交流企画を楽しむ子どもたち 小学部５年　宿泊学習にてイチゴ狩り 幼稚部　６月夏祭り

中
学
部
３
年
に
よ
る
お
神み

こ

し輿
パ
レ
ー
ド

SEKOLAH  JEPANG  JAKARTA
URL  http://www.jjs.or.id
児童生徒数　幼＝177人　小＝698人　中＝177人

小
学
部
１
年
　
こ
い
の
ぼ
り
集
会

小
学
部
５
・
６
年
　
体
育
祭
で
の
学
部
演
技

中
学
部
女
子
全
員
に
よ
る
ダ
ン
ス

子 ど も た ち か ら


